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2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
販売金額
書籍 9,326 9,025 8,878 8,492 8,213 8,199 8,013 7,851 7,545 7,420
雑誌 12,200 11,827 11,299 10,864 10,536 9,844 9,385 8,972 8,520 7,801（億円）
販売部数
書籍 7,552 7,554 7,513 7,178 7,023 7,001 6,879 6,774 6,446 6,263
雑誌 26,990 26,127 24,387 22,697 21,722 19,897 18,734 17,637 16,509 14,781（十万部）
返品率
書籍 38.2 39.4 40.1 40.6 39 37.6 37.8 37.3 37.6 37.2





子書籍は出版産業全体が斜陽化するなか，1,584億円（2015年）の市場規模まで急成長している  2） 。 

















〈金額〉 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
音楽関連市場 17,508 17,444 17,105 16,024 15,202 14,704 14,915 14,611 14,851 15,515（億円）
オーディオレコード生産額 3,516 3,333 2,961 2,496 2,250 2,117 2,277 1,985 1,864 1,826
音楽ビデオ生産額 568 578 656 669 586 702 831 720 677 719
コンサート市場 925 1,041 1,075 1,255 1,280 1,596 1,704 2,318 2,749 3,186
カラオケ市場 7,395 7,183 6,899 6,373 6,174 6,054 6,146 6,114 6,144 6,165
〈数量〉
オーディオレコード生産数 29,764 26,682 24,775 21,433 20,998 19,951 21,803 19,085 17,231 16,965（万枚）
オーディオレコー ドカタログ数 135,510 140,794 154,582 149,233 147,703 157,070 153,581 165,963 169,976 171,708（作品）




























2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
出版社数 4,107 4,055 3,979 3,902 3,817 3,734 3,676 3,588 3,534 3,489
























2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
PC  53  37  10   7 ― ―
携帯電話 572 480 351 140    84    52



















ンタル店は，1989年の6,150店舗をピークに現在では2,304店（2015年）と1/3まで激減しており  8） ，
音楽流通においてわが国独自で発展してきたレンタル業態にも大きな陰りがみえている（表5）。 
表5　音楽産業〈小売〉
2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
レコードレンタル店数 3,179 3,116 2,969 2,860 2,803 2,790 2,757 2,658 2,490 2,304 （店）
音楽配信市場（ネットワーク）   234   200   231   348   475   635   744 （億円）
ミリオンセラー 作品数（シングル）     1     1     0     0     1     5     5     5     4     4 （作品）










































 　なお，この階層分析法は，評価項目 jと比べて評価項目 iがどれくらい重要であるかを一対比
較法によって決めるものである。いまn個の評価項目があり，それぞれのウェイトをwi（ i＝1, 2, 
..., n）と表す。評価項目 jと比べて評価項目 iがどのくらい重要であるかの比較値はウェイトwjと
wiの比であり，もしウェイトに誤差がなければ一対比較値aijはwjとwiの比aij=wi /wjで表される。
i＝ jのときは自分自身の比較であり，一対比較値は1になる。したがって，aii＝1，aij＝1/ajiが
























 　したがって，n個の評価項目の最終的なウェイトは，wT（w1, w2, ..., wn）となる。上式は（A－λI）
w＝0であり，w≠ 0が成り立つためにはλが固有値になる。Rank A＝1であるから固有値λi（ i＝



















































 4 ― 2　音楽流通に関するAHP分析 












































































 1） 電通総研［2017］，pp. 66 ― 75． 
 2） インプレス総合研究所［2016］，p. 29． 
 3） 音楽ソフト（レコード，ビデオソフト）購入・レンタル，音楽配信，有料音楽チャンネル，カラオケ，コンサー
トを対象にユーザー支出ベースで算出． 
 4） 一方，コンサート市場では10年前と比べて3.45倍の3,186億円と急成長している． 
 5） 電通総研［2016］，p. 61． 
 6） インプレス総合研究所［2016］，「多様化する電子書籍市場の今後」，〈http://internet.watch.impress.co.jp/
docs/special/1019138.html〉． 
 7） 日本レコード協会［2016］，p. 25．なお加盟社全体では60社となっている． 
 8） 日本レコード協会［2016］，p. 19． 
 9） 伊藤［2011］ではオンライン書店や電子書籍という書籍流通のイノベーションをすでに活用している「初
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